
折り目

点灯スイッチを『ON』にした状態で、電池を交換しないでください。
感電のおそれがあります。

この商品は、炎感知器および炎センサの視野方向および視野角の確認、
または光電式分離型感知器の光軸粗調整を行うための機器です。

１．商品の概要

　　　　　視野確認器　ZDVJ001A

0

取扱説明書

設置済みの感知器および炎センサに本製品を取り付けて使用します。
高天井に設置されている場合は、試験を安全に行うために、必ず足場を
確保してください。

 
落下や振動などの衝撃を与えないでください。
故障の原因となります。

このたびは、当社の製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

　　　
●この取扱説明書はいつでも使用できるところに保管してください。

ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
正しくお使いいただくために、内容をよく理解したうえでご使用ください。

機器が水・薬品・油などの液体でぬれた場合や、異物が入った場合は、
使用を中止してください。
感電・故障・発熱・発火のおそれがあります。

ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、お客様やほか
の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。
ご使用になる前に、「安全上のご注意」をよくお読みください。

３．安全上のご注意

警告表示は、警告文と警告レベルを示す記号の組合せで表示されます。

■　記号

２．本書の表記

危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをした場合
に生じるおそれがある内容を、「危険」、「警告」、「注意」の３つに区分しています。

■　警告文

取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うか、機能の一部に重大な
悪影響を及ぼすおそれがあることを示しています。

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うか、機能に悪影響を及ぼすおそ
れがあることを示しています。また、機能を長期にわたって有効に活用する
上で、ぜひ守ってほしい事項を示しています。

警告・注意を促す内容があることを示しています。

禁止内容を示しています。

行為を強制したり、指示したりする内容を示しています。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うか、機能に致命的な
悪影響を及ぼすことが想定されることを示しています。

キャップ・アダプタプレート・アダプタは、確実に取り付け、外れないことを
確認してください。
本製品の使用中に外れると、機器が破損したり、落下により、けがをする
おそれがあります。

機器を分解・改造しないでください。感電・故障・発火の原因となります。

●本製品の説明

アルミケースの中には以下のものが入っています。
購入時には、過不足がないか確認してください。

◆視野確認器 本体 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆取扱説明書（本書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚 
◆ アダプタプレート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆ アダプタA・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆ アダプタB・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆ アダプタC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
◆ ネジセット（M4皿ネジ×2本、インチネジ×1本）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1セット
◆カギ（2本入り）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1セット

４．商品の確認

５．本体の名称とはたらき

■ 光電式分離型感知器の光軸粗調整

炎感知器もしくは炎センサは以下に示す監視空間を持っています。
本製品を使用すると、炎感知器および炎センサの監視方向および最大視野角
方向を確認することができます。
（監視方向の調整は、自在取付台等により行います。）

■ 炎感知器および炎センサの監視方向および最大視野角方向の確認

炎感知器もしくは炎センサ 最大視野角方向の
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光電式分離型感知器の光軸調整の際には、受光部の光軸を視準孔により
粗調整する必要があります。
本製品を使用すると、視準孔による光軸粗調整が難しい場合でも、
受光部の光軸粗調整を行うことができます。

ベースプレート
ブラケット

レーザーホルダ

レーザーベース

レーザー光
照射口

アダプタプレート
を取り付けます。

視野角を調整する
ときに回転させます。

視野方向を回転させます。

点灯スイッチ
押している間、レーザーが
照射されます。

確認灯
レーザーが照射
されている間、
緑色に点灯します。

キャップ
電池交換時に
取り外します。

レーザー
　ポインタ

■ 照射角度の調整 ■ 光軸方向の回転
『ブラケット』を保持した状態で、
『レーザーベース』を回転させます。

『ベースプレート』を保持した状態で、
『ブラケット』を回転させます。

レーザーホルダおよびレーザーポインタをもって回転しないでください。
光軸がずれて、正確な方向に照射できません。

レーザー
　ベース

ブラケット

ベースプレート

１０．故障かな？と思ったら

７．仕様
製品名

ビーム径

型名

光源

適用機種

乾電池（別売）

照射角度

視野確認器

赤外線式スポット型感知器（試験機能付）
赤外線式スポット型感知器（試験機能付）
赤外線式スポット型感知器
赤外線３波長式炎センサ
３波長式炎センサ
赤外線３波長式炎センサ（防爆）
赤外線３波長式炎センサ（防爆）
光電式分離型感知器

可視光緑色半導体レーザー

４５° ⇔ ０° ⇔ ５０°、フリーストップ式

単５形アルカリ乾電池（ＬＲ１）×２本

１０ｍ先で直径 約１０ｍｍ

ＺＤＶＪ００１A

電池寿命

使用温湿度範囲

質量

連続使用で約２時間（アルカリ乾電池使用時）
５ ～ ３５℃／０ ～ ８５％(Rh)未満
（ただし、結露なきこと）

約４００ｇ（乾電池含まず）

※距離と部屋の明るさにより、レーザーの目視が行い難い場合があります。

９．お手入れ・保管について

FDCJ004-D 型
FDCJ003-D-X 型
FDCJ002-D-X 型
PDCJ001ｼﾘｰｽﾞ
PDCJ003-D 型
PDCJ002-E 型
PDCJ004-E 型
FDGJｼﾘｰｽﾞ

：
：
：
：
：
：
：
：

レーザー出力 １ｍW未満（ＪＩＳ規格クラス２以下）

確認灯 レーザー照射時 ： 点灯（緑）

● 故障かな？と思う症状とその原因・対処方法です。
　　症　　状 原　　因 対　処　方　法

点灯スイッチを押しても
レーザーが発光しない。

電池電圧が低下
している。

電池の『＋』『ー』の
向きが間違っている。

キャップが
緩んでいる。

電池を交換してください。

電池の『＋』『ー』の向きを
確認して、正しく入れ直して
ください。
キャップをしめ直して
ください。

● 上記の対処方法で症状が解消されないときや、上記以外の症状の
　 場合は、当社または購入先へご相談ください。

● 使用後は、視野確認器本体、アダプタプレートおよび各アダプタを、
　 アルミケースの所定の位置に戻して、保管してください。

使用済み乾電池は、電極にテープを貼り絶縁したうえ、自治体（市区町村）
により定められたルールに従って廃棄してください。

■電池の廃棄

６．電池の入れ方
①  レーザーベースを９０°に回転し、レーザーポインタのキャップを
　  左に回して外します。

② ⊕⊖の極性を確認して『単５形アルカリ乾電池』を２本、
　 レーザーポインタに挿入してください。

●アルカリ乾電池の使用をおすすめします。
　（連続使用時間は、アルカリ乾電池で約２時間となります。）

③ レーザーポインタのキャップを取り付けます。

⊕
⊖

⊕
⊖

・レーザー光をのぞき込まないでください。
・レーザー光を人に向けないでください。
・幼児に使用させないでください。
・幼児の手の届かないところに保管してください。
目にレーザーが照射された場合、失明や視力低下のおそれがあります。

種類の違う乾電池や新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用しないで
ください。
乾電池を漏液・発熱・破裂させたり、機器を破損させるおそれがあります。

乾電池は⊕⊖の極性を間違えないで挿入してください。
極性を誤ると故障するおそれがあります。

消耗した乾電池は、早めに交換してください。
乾電池の漏液や機器の故障の原因になります。

点灯スイッチを強い力で押さないでください。
故障・破損するおそれがあります。

※ 各付属品については、裏面を参照してください。

抜け防止用リング

９０°

種類の違う乾電池や新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用しないで
ください。
乾電池を漏液・発熱・破裂させたり、機器を破損させるおそれがあります。

乾電池は⊕⊖の極性を間違えないで挿入してください。
極性を誤ると故障するおそれがあります。

抜け防止用リングで点灯スイッチを押さないでください。
クラス２レーザーは法律で放出状態維持機能を有してはならないと
されています。

落下防止用
ワイヤー

ブラケット

角度表示

● 湿気やほこりの多い場所、直射日光の当たる場所や炎天下の車内
　 など、高温な場所には保管しないでください。

アダプタ
プレート

アダプタＡ

アダプタＢアダプタＣ

視野確認器 本体

ネジセット等

● 本製品は出荷時に光軸調整を行っています。
　 レーザーホルダを固定しているネジの合マークがずれていないこと
　 を確認してからご使用ください。

８．レーザーポインタの光軸について

レーザーホルダ固定ネジ

合マーク

落下防止用ワイヤーを構造物等に取り付けて使用してください。
本製品の落下により、けがをするおそれがあります。

レーザーベース

（光軸方向は３６０°回転、 9０°　毎に保持）

使用後は本体から乾電池を抜いて保管してください。

TN52087
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【　　　　　　　　　　　  　　　       　      】

１２－２．光軸粗調整　（光電式分離型感知器）
本製品の視野角を０°に合わせた状態で点灯スイッチを
ＯＮにすることで、光学台の現在の光軸の向きをレーザーで照射します。
レーザーの『照射点』が、対向する受光部もしくは送光部を
照射するように、光学台の軸を粗調整してください。

アダプタＢ

アダプタＣ

アダプタプレート
（表側）

アダプタプレート
（裏側）

赤外線３波長式炎感知器 FDCJ004-D型

赤外線３波長式炎センサ PDCJ001シリーズ

赤外線式炎感知器 FDCJ002-D型，FDCJ003-D-X型

赤外線３波長式炎センサ（防爆） PDCJ002-E型, PDCJ004-E型

光電式分離型感知器 FDGJ002D-X/-XHT型，FDGJ103D-X/-XHT型，FDGJ203D-X/-XHT型

アダプタ固定ネジ
アダプタＡ～Ｃを
取り付けます。

位置合わせ用 突起
この突起を光学台の溝に
挿入し、位置合わせをします。

取付ネジ孔
本体のベースプレートに
ネジで取り付けます。

組込ネジ

組込ネジを、手前側に
取り付けます。

１１．取付方法 １２．使用方法

本製品の照射角度を０°に合わせた状態で点灯スイッチをＯＮにすることで、
炎感知器および炎センサの現在の設置角度（水平および垂直）での
監視方向をレーザーで照射します。
レーザーの『照射点』と、設備図面で指示されている『監視範囲の中心点』
が合うように、自在取付台等を調整してください。

本製品の照射角度を炎感知器の場合は５０°に、炎センサの場合は４５°
に合わせた状態で点灯スイッチをＯＮにすることで、現在の設置角度
（水平および垂直）での最大視野角方向をレーザーで照射します。

本製品の光軸方向を回転させてできるレーザーの照射点の
『軌道円』の内側に、監視対象物があることを確認してください。

１２－１．視野確認方法　（炎感知器および炎センサ）
監視方向の確認を行う場合

最大視野角方向の確認を行う場合

アダプタＡ

感知器／炎センサの『下側面側』にあるネジ穴
にアダプタＡの組込ネジで固定してください。

自在取付台に感知器を付けた状態で、
自在取付台の『取付板』に、アダプタＢの『突起』を、
差し込んでください。

○ 設置角度（垂直）が65°以下の状態で、使用可能です。
○ 遮光カバーを取り外した状態で、ご使用ください。

炎センサの『上側面側』にあるネジ穴に、
付属のインチネジで固定してください。

感知器の光学台にある『溝』に、アダプタプレートに
設けた『突起』を差し込み、手で押し付けてください。

○ 遮光カバーを取り外した状態で、ご使用ください。

感知器のネジ穴

取付板 挿入部 

アダプタＡ

組込ネジを、奥側に
取り付けます。

『アダプタプレート』に
アダプタ固定ネジで取り付けます。

『アダプタプレート』に
アダプタ固定ネジで取り付けます。

『アダプタプレート』に
アダプタ固定ネジで取り付けます。

『アダプタプレート』に
アダプタ固定ネジで取り付けます。

アダプタ
固定ネジ

アダプタ
固定ネジ

アダプタ
固定ネジ

アダプタ
固定ネジ

アダプタ
プレート

ベース
プレート

M4皿ネジ（付属）

視野確認器本体の『ベースプレート』と
『アダプタプレート』を、付属のM4皿ネジで
取り付けます。

■ アダプタの接続方法

アダプタ
プレート

ベース
プレート

M4皿ネジ（付属）

視野確認器本体の『ベースプレート』と
『アダプタプレート』を、付属のM4皿ネジで
取り付けます。

■ アダプタの接続方法

アダプタ
プレート

ベース
プレート

M4皿ネジ（付属）

視野確認器本体の『ベースプレート』と
『アダプタプレート』を、付属のM4皿ネジで
取り付けます。

■ アダプタの接続方法

アダプタ
プレート

ベース
プレート

M4皿ネジ（付属）

視野確認器本体の『ベースプレート』と
『アダプタプレート』を、付属のM4皿ネジで
取り付けます。

■ アダプタの接続方法
感知器への取付方法

感知器／炎センサへの取付方法

アダプタ
プレート

ベース
プレート

M4皿ネジ（付属）

視野確認器本体の『ベースプレート』と
『アダプタプレート』を、付属のM4皿ネジで
取り付けます。

■ アダプタの接続方法

感知器への取付方法

光学台の溝

アダプタプレートの突起

送光部側
もしくは
受光部側

受光部側
もしくは
送光部側

監視範囲の中心点

監視範囲
（平面）

※ 炎感知器および炎センサから対象物までの距離が以下の時に有効です。

組込ネジ

炎センサのネジ穴

炎センサの『下側面側』もしくは『上側面側』にあるネジ
穴にアダプタＡの組込ネジで固定してください。

炎センサへの取付方法

照射角度：『0°』『45°』

必ず手で押さえて使用してください。
光学台に固定できないため、落下によりけがをする恐れがあります。取付部　拡大

インチネジ（付属）

FDCJ004ｰD型 照射角度：『0°』『50°』

照射角度：『0°』『50°』

照射角度：『0°』『45°』

照射角度：『0°』

軌道円

監視対象物

FDCJ002-D-X / 003-D-X ： 13ｍ 以内  ,  FDCJ004-D ： 25ｍ 以内  
PDCJ001ｼﾘｰｽﾞ / 002-E / 004-E ： 30ｍ 以内 ( 33cm 角火皿の炎に対して )
PDCJ003-D：9m 以内 ( 33cm 角火皿の炎に対して)

（監視対象物が炎感知器および炎センサの監視空間にはいっているか確認）

PDCJ003ｰD型 照射角度：『0°』『45°』

（ FDCJ004-D型の例 ）

３波長式炎センサ PDCJ003-D型

炎センサへの取付方法

炎センサのネジ穴


